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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるも

のとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。 ここに含まれる技術的、編集上の誤り、ま 

たは欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの有効な使用許

諾が必要です。 商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文書類、および商用アイテ 

ムの技術データは、FAR12.211および 12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使

用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 1997-2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社 ) の登録商標です。

Intel®、Intel® Itanium®、Intel® Xeon®、およびPentium® は、Intel Corporationの米国およびその他の国における登録商    

標です。

Microsoft®、Windows®、Windows® XP、およびWindows Vista®は、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

OracleとJavaは、Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、The Open Groupの登録商標です。
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ドキュメントの更新情報

このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

 ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

 ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

 ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、最新版をご入手いただけます。 詳細は、HPの営業担 

当にお問い合わせください。

3



サポート

次のHPソフトウェアサポートのWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com/

HPソフトウェアサポートオンラインでは、対話型の技術支援ツールに効率的にアクセスできます。 HPソフトウェア 

サポートのWebサイトでは、次のようなことができます。

 関心のあるナレッジドキュメントの検索

 サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

 ソフトウェアパッチのダウンロード

 サポート契約の管理

 HPサポート窓口の検索

 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

 ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必 

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html （英語サイト）
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第 1 章 推奨する一般ガイド
次の文書には、PPM Centerのすべてのユーザに役立つ情報が記載されています。これらの文書に 

は、文書ライブラリページからアクセスできます (PPM Center管理者による操作が必要です )。ま  

た、HPソフトウェア製品マニュアルのWebサイトからも入手できます。

 『スタートアップガイド』 

 『新機能と変更点』 

 『HP エンティティガイド』(HP が提供するレポート、ポートレット、要求タイプ、ワークフ

ローの概要説明 )
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第 2 章 推奨するユーザーガイド
次の文書には、PPM Centerで利用できるさまざまなアプリケーションモジュールまたはソリュー 

ションのエンドユーザ向け情報が記載されています。これらの文書には、文書ライブラリページ

からアクセスできます (PPM Center管理者による操作が必要です )。また、HPソフトウェア製品  

マニュアルのWebサイトからも入手できます。

 アプリケーションモジュール :

o 『HP Demand Managementユーザーガイド』 

o 『HP Deployment Managementユーザーガイド』 

o 『HP Financial Managementユーザーガイド』(設定情報あり)

o 『HP Portfolio Managementユーザーガイド』 

o 『HP Program Managementユーザーガイド』 

o 『HP Project Managementユーザーガイド』 

o 『HP Resource Managementユーザーガイド』(設定情報あり)

o 『HP Time Managementユーザーガイド』 

 Operational reporting:

o 『Operational Reportingユーザーガイド』

『Document Management Guide and Reference』(最後の章にも関連情報あり )
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第 3 章 推奨するシステム管理ガイド
次の文書には、PPM Centerのデプロイに役立つ情報が記載されています。これらの文書には、文 

書ライブラリページからアクセスできます (PPM Center管理者による操作が必要です )。また、HP  
ソフトウェア製品マニュアルのWebサイトからも入手できます。

 『Document Management Guide and Reference』 
(最後の章にエンドユーザ向け情報あり)

 『Overview of Platform Support』

 『Release Notes』 

 『Installation and Administration Guide』

 『System Requirements and Compatibility Matrix』 

 『Upgrade Guide』 

 『Multilingual User Interface Guide』

 最新のパッチのリリースノート (該当する場合 )

 最新の言語パックのリリースノート (該当する場合)

 『Operational Reporting Administrator’s Guide』
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第 4 章 推奨する設定ガイド
次の文書には、PPM Centerで利用できるアプリケーションモジュールまたはソリューションの設 

定情報が記載されています。これらの文書には、文書ライブラリページからアクセスできます

(PPM Center管理者による操作が必要です )。また、HPソフトウェア製品マニュアルのWebサイ 

トからも入手できます。

 アプリケーションモジュール :

o 『ポートレットとモジュールの作成』(設定担当者およびエンドユーザ向け )

o 『標準インタフェースのカスタマイズ』(PPM Center管理者向け )

o 『HP Demand Management設定ガイド』 

o 『HP Deployment Management Configuration Guide』 

o 『HP Financial Managementユーザーガイド』(設定情報あり)

o 『HP Portfolio Management設定ガイド』 

o 『HP Program Management Configuration Guide』 

o 『HP Project Management Configuration Guide』 

o 『HP Resource Managementユーザーガイド』(設定情報あり)

o 『HP Time Management Configuration Guide』 

PPM Centerを設定する際、次のガイドも役に立つ可能性があります。

 『Generating Fiscal Periods』

 『Multilingual User Interface Guide』
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第 5 章 推奨するリファレンスガイド
次の文書には、PPM Centerで利用できるアプリケーションモジュールに関するリファレンス情報 

が記載されています。これらの文書には、文書ライブラリページからアクセスできます (PPM 
Center管理者による操作が必要です )。また、HPソフトウェア製品マニュアルのWebサイトから

も入手できます。

 『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』 

 『Data Model Guide』

 『Open Interface Guide and Reference』 

 『Reports Guide and Reference』 

 『Reporting Meta Layer Guide and Reference』 

 『セキュリティモデルのガイドとリファレンス』 

 『Web Services Guide』

 『Web Services Programmer’s Guide』

 『RESTful Web Services Guide』
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第 6 章 推奨する補助製品ガイド
次の文書には、PPM Centerとともに使用できる製品に関する情報が記載されています。これらの 

文書には、文書ライブラリページからアクセスできます (PPM Center管理者による操作が必要で  

す )。また、HPソフトウェア製品マニュアルのWebサイトからも入手できます。

 『HP Solution Integrations Guide』

 『HP Center Management for Quality Center Guide』 

 『HP Deployment Management Extension for Oracle E Business Suite Guide』

 『HP Deployment Management Extension for Oracle Technology Guide』

 『HP Deployment Management Extension for SAP Solutions Guide』

 『HP GL Migrator Guide』

 『HP Object Migrator Guide』
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第 7 章 推奨するカスタムガイド
PPM Center管理者は、組織に導入したPPM Centerに固有のカスタム文書を作成し、文書ライブ  

ラリページからアクセスできるようにすることができます。管理者が作成する文書には、一般的

に次のようなトピックが取り上げられます。

 PPM Centerの連絡先のリスト

 PPM Centerを使用するためのプロセスと手順

 PPM Centerのトレーニング用プレゼンテーション

 PPM Centerアプリケーションの設定と管理のためのガイドライン
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